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研究要旨  生活習慣病を中心とした既存の健診対象疾患及び高齢者

特有の疾患の中から高齢者健診でターゲットにすべき疾患を選定し

た。大規模人間ドック健診の受診者を対象とし、65 歳以上で有病率

が高い疾患を求め、代謝性疾患や高齢者に特有の疾患が抽出された。

地域住民のコホートでは、無作為抽出された代表性のある集団である

特性を生かして、全国での 65 歳以上の患者数推計や将来予測を行っ

た。その結果、軽度認知機能障害は 1,280 万人、抑うつ 518 万人、骨

粗鬆症 962 万人、痩せ 212 万人、ADL 低下 896 万人が全国にいると

推定された。人口の高齢化の進行に伴って、将来、少なくとも 2030

年から 2040 年頃まではこれらの疾患の患者数が急増していくことが

明らかとなった。高齢者に多い疾患に加えて高齢者に特有の老年症候

群のスクリーニングや予測を可能とする具体的な健診項目について

明らかにした。疾患重視の今までの健診とは異なり、新たな検査項目

を含んだ「高齢者健診」では、抑うつや認知機能障害などの「こころ

の健康」や骨折、転倒、難聴、痩せ、ADL 低下など高齢者の健康維

持や QOL に深く関わる問題を潜在的に有するハイリスク者の早期発

見が可能となると期待される。本研究の成果から「高齢者健診のあり

方」への提言を作成した。  

 

下方浩史：名古屋学芸大学大学院栄養科学

研究科教授 

安藤富士子：愛知淑徳大学健康医療科学部

教授 

葛谷雅文：名古屋大学大学院医学系研究科

教授 

Ａ．研究目的 

 わが国では高齢者の割合が急増する中で、

高齢者の健康増進、疾病の予防、早期発見・

早期治療を目指すことが求められている。し

かし現在行われている健診は中年層をターゲ

ットにして、がんや生活習慣病に対する検査



項目が設定されてきた。高齢者では要介護と

なる原因疾患の早期発見・診断が重要である。

疾患による高齢者の生活全般への負担を考慮

すると、抑うつ、認知症、低栄養や ADL 低

下を早期発見することの意味は大きく、介護

予防につながっていくものと期待される。本

研究では、①膨大な一般健診データを有する

コホート、②高齢者に特有の疾患や病態に関

しての詳細な検査データを有する一般住民コ

ホートの、ふたつの長期にわたって追跡され

ている既存の大規模コホートを用いて、高齢

者の健診のあり方を示すエビデンスを構築し、

提言を行うことを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

①大規模健診疫学研究 

1) 対象 

 平成元年から平成 25年までの 24年間で名

古屋市内の人間ドック機関を受診した男性

96,995人、女性 59.656人の合計 156,651人

を対象とした検討を行った。初診時の平均年

齢は 44.0±9.5 歳、年齢分布は 20 歳～94 歳

であり、検査結果は延べ 596,681件に及んで

いる。 

2) 高齢者に有病率が高い疾患、症状の抽出 

 生活習慣病を中心とした既存の健診対象疾

患の中から高齢者健診でターゲットにすべき

疾患を選定するため、性別に 65 歳未満群と

65 歳以上群に分けて有病率が高い疾患につ

いて洗い出しを行った。同様に、頻度の高い

症状について性別に 65歳未満群と 65歳以上

群に分けて検討した。 

3) 疾患の有病率時代変化の検討 

 高血圧症、糖尿病、脂質異常症、肥満、痩

せなどについて男女別年齢別に平成元年から

平成 25年までの 24年間の有病率の時代変化

を検討した。 

②地域住民疫学研究（認知症） 

1) 対象  

 対象は「国立長寿医療研究センター老化に

関する長期縦断疫学研究（NILS-LSA）」は長

寿医療研究センター周辺（大府市および知多

郡東浦町）の参加者で、地域住民からの無作

為抽出（観察開始時年齢 40～79 歳）されて

いる。対象者は 40、50、60、70 歳代男女同

数とし 1日 7人、1年間で約 1,200人につい

て多数の老化関連要因の検査調査を、年間を

通して行い、2 年ごとに追跡観察を行った。

追跡中のドロップアウトは、同じ人数の新た

な補充を行い、定常状態として約 2,400人の

ダイナミックコホートとすることを目指して

きた。 

2) 65歳以上の患者数推計、将来予測 

 無作為抽出された代表性のある集団である

特性を生かして、軽度認知機能障害、抑うつ、

骨粗鬆症、痩せ、身体機能低下について全国

での 65歳以上の患者数推計を行った。また、

国立社会保障・人口問題研究所が平成 24年 1

月に公表した日本の詳細推計人口(中位出生、

中位死亡）を用いて、潜在性有病者数の 2060

年までの将来推計を行った。 

3) 高齢者特有の病態の予測因子 

 認知機能障害および生活機能低下について、

NILS-LSAの第 2次調査に参加した者につい

て、その後 7次調査までの発症の有無を予測

する検査所見を網羅的に検討した。 

4) 高齢者健診の項目の抽出 

 NILS-LSAの第 1次調査から第 7次調査ま

でに高血圧症、糖尿病、脂質異常症、身体機

能低下、認知機能障害、高次生活機能低下、

抑うつ、転倒、尿失禁、痩せ、骨粗鬆症の発

症を予測する健診項目について解析を行った。 



 高齢者に特有の老年症候群、高齢者に多く

認められる慢性疾患を、サルコペニア、転倒、

尿失禁などの身体機能障害、認知症、軽度認

知機能障害（MCI）、抑うつなどの心理機能

障害、糖尿病、脂質異常症などの代謝性疾患

の 3つの分野に分け、これらと関連する健診

項目を、従来の後期高齢者医療健康診査検査

項目、前年度までの成果として老年症候群・

高齢者の慢性疾患との関連が認められた検査

項目、文献的に老年症候群との関連が報告さ

れている検査項目から抽出した。 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究は「疫学研究における倫理指針」を

遵守して行った。地域住民無作為抽出コホー

トに関しては国立長寿医療研究センターにお

ける倫理委員会での研究実施の承認を受けた

上で実施している。大規模健診データに関し

ては、人間ドックにおける既存資料を個人の

特定がまったくできない連結不可能匿名化さ

れた状態で提供を受けている。「疫学研究にお

ける倫理指針」を遵守し、全体として集団的

に集計解析を行い、個人情報の厳守に努めた。 

 

Ｃ．研究結果 

①大規模健診疫学研究 

1) 縦断データの整備 

 平成 23年の検査結果 23,793人分、平成 24

年の検査結果 23,552 人分、平成 25 年の

23,276人分のデータを整理確認し、データベ

ースを構築した。 

2) 高齢者に有病率が高い疾患、症状の抽出 

 生活習慣病を中心とした既存の健診対象疾

患の中から高齢者健診でターゲットにすべき

疾患を選定するため、65歳以上で有病率が高

い疾患について洗い出しを行った。その結果、

高血圧症が 65 歳以上の 38.8％、脂質異常症

26.6％、糖尿病 11.7％、痛風 8.9％、不整脈

8.5％、緑内障 7.9%、白内障 16.3%、前立腺

疾患 13.1％（男性のみ）であった。高血圧症、

脂質異常症、糖尿病、痛風などの生活習慣病

は 65 歳未満でも罹患者は多かったが、高齢

者の方が有病率は高かった。 

 65 歳以上の高齢者の自覚症状としては腰

の痛み 24.4％、首筋・肩の凝り 22.7％、目の

疲れ・痛み 13.9％、体がだるい 6.4％、頭痛

4.8％などの頻度が高かったが、これらの自覚

症状は 65 歳未満でも多く、高齢者特有とい

うことはなかった。 

3) 疾患の有病率時代変化の検討 

 高血圧症、糖尿病、脂質異常症、肥満、痩

せなどについて男女別年齢別に有病率の時代

変化を検討した。高血圧症の有病率は中高年

の男女ともに 2000年～2004年頃に少し高く

なっていたが、1990年代を通して、また 2004

年以降は有病率が低下していた。糖尿病につ

いてはHbA1cの測定が 2000年以降にしか行

われていないため 13 年間の有病率の変動を

みた。男性では 50 代以降の年代で有病率の

上昇がみられたが、女性ではほとんど時代の

影響はみられなかった。脂質異常症も年齢別

の有病率には時代の影響は男女ともにほとん

どなかった。しかしこれらの代謝性疾患は年

齢が高くなるほど有病率は高くなり、人口の

高齢化とともに高齢者の患者数は増加してい

く。70歳以上の国内患者数は、高血圧症では

24年間で 1.3倍、脂質異常症では 2.7倍、糖

尿病はこの 13 年間で 2.1 倍となっていると

推定された。 

 BMIが 25以上の肥満の有病率は男性の 30

代から 60 代で高くなってきていたが、女性

の 40代以上では低下していた。一方 BMIが



18.5未満の痩せは、男性ではほぼすべての年

代で低下していたが、女性は逆にすべての年

代で高くなっていた 

 

②地域住民疫学研究 

1) 縦断データの整備 

 平成 24年 7月に終了した第 7次調査 2,330

人のデータの整理確認を行った。平成 9年か

らの 15年間で総計 3,983人、延べ 16,338件

の調査を行い、そのデータ整備を行った。 

2) 65歳以上の患者数推計、将来予測 

 骨粗鬆症、認知症、ADL低下、抑うつ、低

栄養など、高齢者に特徴的でありながら健診

でのエビデンスの乏しい病態について、新た

に健診の対象にすべき高齢者疾患や病態を決

定する代表性のあるデータである特色を生か

し、全国での 65 歳以上患者数推計や将来予

測を行った。その結果、軽度認知機能障害は

1,280万人、鬱 518万人、骨粗鬆症 962万人、

低栄養 212 万人、ADL 低下 896 万人であっ

た。これら高齢者に高頻度にみられる病態、

疾患は将来推計でも今後急速に患者数が増加

していくことが確認された。 

3) 高齢者特有の病態の予測因子 

 認知機能障害の発症には比較的年齢が低い

高齢者では過栄養やメタボリックシンドロー

ムが、年齢が高い世代ではアルブミンやマグ

ネシウムの低下など低栄養がリスクとなって

いた。頭部 MRI は認知症を予見する優れた

検査であった。高齢者の ADL の低下には高

インスリン血症や過栄養、骨粗鬆症や脳血管

障害の併存が危険因子となっており、マグネ

シウムや亜鉛、アルブミン、歩行、高齢期の

適度な栄養は予防的に働くと考えられた。骨

粗鬆症の発症予測には中年群では抑うつや骨

性アルカリフォスファターゼや NTx、DPD、

オステオカルシンなどの骨代謝マーカーが重

要であったが、高齢群では有意な関連はなか

った。また抑うつについては高齢群では臨床

検査で予測できる項目はほとんどなかった。 

4) 高齢者健診の項目の抽出 

 高齢者の身体機能障害の予測・診断に数多

くの項目が関与しており、特に栄養・体力の

項目が重要であった。心理・精神障害の予測・

診断については、栄養・体力に関連する検査

項目に加えて視力・聴力の感覚機能が予防要

因として重要であった。また、代謝性疾患の

予測・診断には従来の検査項目に加えて予防

要因としての体力が重要であることがわかっ

た。 

 身長、体重、血圧、肝機能検査、血清脂質

検査、空腹時血糖、HbA1c、尿検査などは代

謝性疾患の評価だけでなく、痩せや転倒など

と関連しており、BMI、血圧、脂質は中年の

健診基準と異なり、むしろ「低値」を異常値

としてピックアップすることが必要である。

また、高齢者特有の疾患・病態の診断・予測

には体格・栄養・運動・感覚器に関する項目

が必要で、体脂肪率、腹囲、アルブミン、ヘ

モグロビン、クレアチニン、握力、歩行速度、

視力、聴力などの項目が有用と考えられた。 

 

Ｄ．考察 

わが国では高齢者が今後急増し、2050年に

は日本人の 2.5 人に 1 人が 65 歳以上となる

と推計されている。高齢者の割合が増加する

中で、高齢者の健康増進、疾病の予防、早期

発見・早期治療を目指すことが求められてい

る。しかし、現在行われている健診は中年者

をターゲットにして検査項目が設定されてき

た。中年者と高齢者では罹患する疾患の種類

や頻度が大きく異なる。生活習慣病の罹患率



は年齢によって異なり、また高齢者特有の疾

患も多い。超高齢社会を迎え、健診のあり方

について時代の変化に合わせた対応が必要で

あろう。高齢者に対する健診や検査データの

解釈のあり方を検討する本研究は時代の要請

であるといえる。 

本研究により高齢者にとって重要な疾患

や病態が選定され、認知機能障害、抑うつ、

低栄養、脆弱などは、数百万人の患者がいて、

将来、少なくとも 2030年から 2040年頃まで

は患者数が急増していくことが明らかとなっ

た。また、これらの疾患のそのスクリーニン

グ方法や予測の可能性が示された。疾患重視

の今までの健診とは異なり、高齢者に高頻度

にみられる疾患、高齢者に特有な疾患だけで

なく、抑うつや閉じこもり、認知機能障害な

どの「こころの健康」や骨折、転倒、難聴、

低栄養、ADL 低下など高齢者の健康維持や

QOL に深く関わる問題を潜在的に有するハ

イリスク者の早期発見が可能となると期待さ

れる。 

本研究からの成果から、①健診の目標を

「要介護とならないための疾患・病態の早期

発見」とすること、②高齢者に多い生活習慣

病と高齢者特有の疾患の両方を健診の目的疾

患とすること、③介護予防健診と合体して基

本チェックリストなどを利用し効率的に検査

を実施すること、④身長、体重、血圧、肝機

能検査、脂質検査、糖尿病検査、尿検査など

従来の後期高齢者医療健康診査の項目は高齢

者に多い疾患の予測・診断に重要であること、

⑤これらに加えて体脂肪率、腹囲、アルブミ

ン、ヘモグロビン、握力、歩行テスト（歩行

速度）、視力、聴力など体格・栄養・運動・感

覚器に関する項目が高齢者の心身の評価に必

要であること、⑥認知症スクリーニング検査

（MMSE）、抑うつスクリーニング検査

（CES-D または GDS）を必要に応じて実施

することを「高齢者健診のあり方」への提言

とした（資料）。 

本研究による介護予防を含めた高齢者健

診に必要なミニマムの検査項目の組み合わせ

は費用対効果が高いと期待される。高齢者健

診をより効率的に行うことが可能となり、さ

らには高齢者の健康維持、社会参画を促進し、

医療費の削減につながっていくものと期待さ

れる。 

 

Ｅ．結論 

 無作為抽出された地域住民を対象とした

15年間のデータを用いた解析では、高齢者に

特有な脆弱、抑うつ、低栄養、骨粗鬆症を予

測するためには、血液検査所見は有用であっ

たが、食事調査による栄養素摂取量や体力、

身体活動量の検査も有用であることがわかっ

た。また認知症の発症には比較的年齢が低い

高齢者では過栄養やメタボリックシンドロー

ムが、年齢が高い世代ではアルブミンやマグ

ネシウムの低下など低栄養がリスクとなって

いた。頭部 MRI は認知症を予見する優れた

検査であった。大規模健診コホートの 23 年

間の解析では、65歳未満では一般的な検査が

将来の低栄養・虚血性心疾患発症の予測に役

立っていたが、既に高齢になっている人たち

では、一般的な検査はその時点での疾患の発

見には役立つが、将来の発症には一般検査所

見以外の影響が大きいため予測には役立たな

いと推測された。 
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（資料） 
高齢者健診のあり方への提言 

 

目標 

 要介護とならないための疾患・病態の早期発見 

 

目的疾患 

  高齢者に多い生活習慣病と高齢者特有の疾患の両方への対応が必要 

1. 高齢者に特有の疾患・病態 

  認知症、軽度認知機能障害（MCI）、抑うつ、身体機能障害、生活能力低下、骨粗鬆症、 

  低栄養、視力障害（白内障）、難聴、尿失禁、転倒 

2. 高齢者に多い疾患 

  高血圧症、脂質異常症、糖尿病、貧血 

  （痛風、前立性疾患、心疾患、脳卒中、緑内障、胆嚢疾患、がん） 

 

健診項目 介護予防健診と合体して効率的に検査を実施 

 高齢者に多い疾患だけを主たる目標とした高齢者健診に新たに高齢者特有の疾患の予測・診

断に役立つ検査項目を追加する。 

1. 後期高齢者医療健康診査の項目 

 → 高齢者に多い疾患の予測・診断に重要 

 身体計測（身長、体重、BMI）、理学的検査（身体診察） 

 血圧測定 

 血液尿検査 

  肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP） 

  脂質検査（中性脂肪、HDL コレステロール、LDL コレステロール） 

  血糖検査（空腹時血糖、HbA1c） 

 尿検査（尿糖、尿タンパク） 

2. 追加項目 体格・栄養・運動・感覚器に関する項目が必要 

 → 値が低くないことが、高齢者特有の低栄養、フレイル（老化に伴う心身の機能障害）の予測・ 

    診断に重要 

  体脂肪率、腹囲 

  アルブミン、ヘモグロビン、クレアチニン 

  握力、歩行テスト（歩行速度） 

  視力、聴力 

３．問診内容の変更（特定健診と共通からの問診項目から基本チェックリストに） 

 基本チェックリストだけでは、認知機能、抑うつの評価が不十分 

 認知症スクリーニング検査（MMSE）抑うつスクリーニング検査（CES-D または GDS）
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